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復興！　大津波の記憶を風化させない

３月の出来事～ 地元報道より ～
平成28年（2016年）

◇南三陸町の 14 次復興交付金は、11 事業で 45
億 6700 万円で、交付申請ベースより、５億
2700 万円増額となった。

◇気仙沼線・大船渡線の沿線の住民が、ＪＲ東日
本が示したＢＲＴでの本復興を受け、「鉄路での
復旧を求め」、２月 28 日南三陸町の「南三陸プ
ラザ」に住民約 200 名が集まった。今後は町な
どの方針の見直しを求め、署名活動を実施する。

『南三陸町立志津川小学校のスクールバス事情』
全校児童 251 人の９割がスクールバスを利用
し、一番遠くは南方仮設で、片道１時間以上
もかけて通学する。８台のスクールバスは地
区ごとに児童を乗せて登下校。新年度も実施
され震災６年目を迎える。

◇南三陸では、戸倉地区に整備を進めていた戸
倉保育所の、新築移設が４月から共用となる。
その他に支援センターを併設し、子育て拠点施
設が完成となる。震災での保育所復旧の第１号
となる。

◇南三陸町は、復興後の志津川・歌津伊里前地
区のイメージ図を作成し、冊子として町内全戸
に配布した。

三陸道の「登米志津川道路（16.2k）」のうち、
「登米東和 IC ― 三滝堂間（２ k）」を、４月
16 日に「三滝堂 IC」として開通する。

◇台湾南部の地震発生に対し、町役場や商店街
などで募金活動を実施している。中間集計で
138 万円が集まり、２月 15 日までの受け付けで、
その後で台湾に届ける。町は見舞金として台湾
紅十字組織に 100 万円を寄付することを決めて
いる。

◇志津川高校の生徒たちが「支援の恩返し」にと、
台湾地震へ生徒会として義援金６万 8892 円を
町に届けた。南三陸町

　南三陸町の「町民バス」の有料化による料
金が決まった。一地区内は「200 円」とし、
地区をまたぐごとに「100 円加算」とした。
100 円券が 11 枚つづりの、11 枚で 1000 円
の回数券も発売する。委託業者は町内の志津
川観光交通・歌津交通・歌津タクシー、気仙
沼市の本吉タクシーの４社で、大型・中型・
マイクロバスなど計９台を運行する。

● ●

４月の出来事

■野球　１回戦　唐　桑２－０歌　津　　　
　　　　２回戦　大　谷４－２志津川

■ソフトボール　鹿　折５－１志津川

■バスケットボール　
【男子】１回戦　歌　津 66－32 気仙沼　　
　　　  ２回戦　歌　津 50－45 鹿　折　
　　　　　        志津川 59－30 小　泉
　準決勝　歌　津 42－40 面　瀬　　　　　
　　　　　 志津川 69－38 津　谷
　決　勝　志津川 44－31 歌　津　　
　　　　　志津川・歌津、県大会へ

【女子】　２回戦　気仙沼  43－40 歌　津　　
　　　　　　　　志津川 136－21 新　月
　準決勝　志津川 70－33 条　南　　　
　決　勝　志津川 56－39 津　谷
　　　　　志津川県大会へ

■バレーボール　【男子】
志津川２－０松　岩　　面　瀬２－０志津川
階　上２－１志津川　　３位志津川

【女子】▶３グループ　小　泉２－０歌　津　
　　　　　　　　　　  津　谷２－０歌　津
　　　 ▶４グループ　志津川２－０面　瀬　
　　　　　　　　　　  新　月２－０志津川

気仙沼・本吉地区中学校総合体育大会 決勝トーナメント１回戦　志津川２－１気仙沼

　　　　　　　 準決勝　大　谷２－０志津川

■ソフトテニス　【女子】　団体予選Ｄリーグ
　気仙沼３－０志津川　志津川２－１面　瀬
決勝トーナメント１回戦　松　岩２－０志津川

■卓球　【男子】団体予選Ｂリーグ 1 位志津川
　　　　　　　 準決勝　気仙沼３－１志津川

【女子】４位　歌津　　５位　志津川

■サッカー　予選Ａブロック　志津川２－１津　谷
　　　　　　　　　　 　 志津川５－０鹿　折
予選Ｂブロック　気仙沼８－０大谷・歌津　
　　　　　　　　 条　南１－０大谷・歌津

■柔道　【男子】　
団体　志津川３－２気仙沼　志津川は県大会へ
　55 ㌔以下級　１位山内聖哉（志津川）県大会へ
　66㌔以下級　１位山内莉希（志津川）県大会へ
　　　　　　３位阿部　渉（志津川）
　重量級　　３位佐藤　光（志津川）

【女子】57㌔以下級　小山里奈（志津川）県大会へ
　　　 中量級　３位小山里奈（志津川）

■剣 道　【男 子】　団 体　歌　津 ２－１ 唐　桑
唐　桑３－１志津川　　歌　津３－１志津川
　１位歌津２勝県大会へ　　３位志津川
　個人　１位千葉大暉（歌津）

【女子】　団体　唐　桑５－０志津川

◇宮城県へ南三陸町防災対策庁舎管理が移行に
なり、復興祈念公園の整備工事にあたり、防災
庁舎の献花台が北側（国道向かいの旧宮城商店
隣り）に移設された。

　南三陸町戸倉の養殖カキが日本で初めて、
国際認証ＡＳＣの認証を受けた。今後は南三
陸町のブランドとして海外に発信する。昨年
11 月にカキ養殖場で現地審査がおこなわれた。
　昨年 10 月には「南三陸杉」も国際認証を得
ている。杉・カキの生産に対し環境に配慮し
た事が評価された。今後は国際的なお墨付き
となり、４年後のオリンピックの国際イベン
トに提供され、海外への販路が期待されている。

◇政府の東日本大震災の集中期間が道半ばなが
ら終了し、仕上げへの復興創生期がスタートした。

◇南三陸町は職員約 300 名が辞令交付式に出席
し、「チーム南三陸町」で復興・創生に全力の新
体制で、新年度をスタートした。

◇歌津石浜の飯綱神社のシンボルのシロナガス
クジラの顎骨（がっこつ）が大津波で流出し、
このほどレプリカではあるが地域のシンボルと
して復活した。

◇東日本大震災後に町内で無料運行していた「臨
時バス」が、持続可能な運行へと「有料化」となる。

◇国の予算で三陸道に 416 億円が 28 年度で箇
所付けをした。

◇南三陸町消防団（団員 515 人）が特別表彰「ま
とい」を受賞した。全国の消防団 2200 団体か
ら毎年優秀な 10 団体に授与される。東日本大震
災の捜索活動が評価され、献身的な活動に最高
栄誉が贈られた。

◇南三陸町は４月、地元産材と養殖カキの二つ
が国際認証を受け、「国際認証の町」をアピール
して商品開発やツアーを受け入れるプロジェク
トを発表した。

◇歌津中学校北側の高台に 829.8 ㎡の、伊里前
保育所と子育て支援センターが入る複合施設が
完成し、27 日に落成式が行われる。子育ての拠

点として、世代間交流の役割を担う。

　南三陸町 28 年度「おらほのまちづくり補
助金」の受け付けが始まり、予算に１千万円
を計上した。「公益活動支援」として高齢者の
買い物支援事業など（上限 30 万円）、交流人
口の拡大（同 50 万円）、「全町規模事業」町
の魅力や地場産品の紹介（同 100 万円）、「総
合戦略推進」人口減対策など（同 100 万円）
としている。昨年は 15 事業 870 万円を採択
している。

◇南三陸町は４月、地元産材と養殖カキの二つ
が国際認証を受け、「国際認証の町」をアピール
して商品開発やツアーを受け入れるプロジェク
トを発表した。

◇歌津中学校北側の高台に 829.8 ㎡の、伊里前
保育所と子育て支援センターが入る複合施設が
完成し、27 日に落成式が行われる。子育ての拠
点として、世代間交流の役割を担う。

◇南三陸町は平成 32 年の東京五輪の新国立競技
場のデザインを手掛けた隈研吾氏に対して、国
際認証の要件をクリアした「南三陸杉」の活用
の可能性についてはの問いに「目立つ場所に使
いたい」と活用を約束した。町は新国立競技場
の入場ゲートを希望した。

◇環境省や南三陸町などが主催の「豊かな自然・
人・社会を未来につなぐシンポジウム」が９日
開かれ 150 人が参加した。環境に配慮した「バ
イオマス産業都市」を目指す発表など、持続可
能な社会を目指す。

　南三陸町の住宅再建は３月末時点で全体の
814 区画のうち 68.6％（577 区画）と、最終
段階への進捗となった。歌津枡沢（53 区画）、
歌津中学校上（51 区画）、志津川清水（53 区画）
が完成。引き渡された 335 区画のうち３月末
まで 259 区画が着手し、災害公営住宅も年度
内完了となる。

◇気仙沼・本吉の塩蔵ワカメの上昇が止まらず、
平均単価で「１万 390 円」になっている。

◇南三陸町は町内の 21 ヵ所の道路橋の修繕に対
し、財政出動集中を回避し、計画的修繕へ長寿

命計画を立てた。◇歌津枡沢地内の仙台銀行歌津
支店は、４月 18 日から営業を開始し、セレモニー
が開かれる。

◇南三陸町で、若者グループが昨年に続き「お
ら酒」を発売。波伝谷の被災した水田で作った
米100％使用している。加美町の酒蔵で仕込んだ。
１本（720ml）税込２千円で販売している。

　志津川高校では登校坂に「旭桜坂（きょく
おうざか）」と命名し、石碑を建立した。石碑
には「学ぶ　喜び　永遠に」と刻まれ、坂の
中頃に設置される。追悼行事などをとおして
震災を語り継ぎ、登校するたびに生徒に命の
大切さを知ってほしいと山内校長は話す。

◇南三陸町の太陽発電補助金の申請の受け付け
が開始となった。上限 12 万円の補助で、全量を
売る契約は対象外とする。昨年の実績は 68 件で
778 万円、本年は 600 万円を計上した。

◇南三陸町は都市部から移住した若者を、「地域
おこし協力隊」として非常勤職員として採用する。
31 年度まで 10 人を受け入れ、人口対策の新事
業に取り組む。外国人旅行者の誘致や、民泊受
け入れの「助っ人」の応募に期待をしている。

◇南三陸町防災会議で、土砂災害警戒情報時に
は志津川中学校の避難方針を「生徒は原則引き
渡し」とした。

◇南三陸町では「熊本地震」に保健士ら４人を
恩返しにと派遣を決めた。

◇16 日三陸道の「登米志津川道路」の登米東和
IC から三滝堂 IC の２ｋが開通した。

◇南三陸町教育委員会は、県教委の支援を受け、
「心のケアハウス」と適応指導教室「はまゆり教
室」を設置して、小中学生の心のケアと不登校
対策を、旧南三陸診療所の空き室を利用し、専
属指導員を置き、体制を整備する。

◇南三陸町は 20 日、アルファ米や、簡易トイレ
など第１弾の支援物資を熊本に発送した。職員
７人の派遣も同日に出発した。

◇南三陸町の戸倉小学校で児童が生ごみの「分
別」「栽培」「収穫」と、資源循環を自らの手で
と畑に液肥の散布作業をし、野菜作りに取り組
んでいる。
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